
導入事例

DANA社：Splunk Observabilityでレジリエンスを
構築し、インシデントの解決時間を最大90%短縮

主な課題
DANA社では、分断されたリアクティ
ブな監視方法が原因で、急速に変化
するデジタル決済環境で、マイクロ
サービスベースの分散アプリケーショ
ンのサービス可用性を確保すること
が困難でした。

主な成果
DANA社は、Splunkの完全忠実なオ
ブザーバビリティ (可観測性)によって
プロアクティブなトラブルシューティ
ング、インシデント解決時間の短縮、
可用性とサービス品質の向上を実現
し、ビジネスレジリエンスを強化しま
した。

業種：金融サービス

ソリューション：セキュリティ、
インフラの監視、アプリケー
ションパフォーマンス監視、 
プラットフォーム

計測できるものはオブザーバビリティで
改善  

インドネシアで1億3,500万人が利用するデジタル決済プラットフォームを提供する
DANA社は、国内屈指のデジタルウォレットプロバイダーです。最高のカスタマーエ
クスペリエンスの提供を使命とする同社は、提供するすべてのサービスの可用性と
信頼性を重視しています。

ところが、DANA社の既存の監視スタックには分散トレーシングやアプリケーション
パフォーマンス監視を行うための専用ツールが無く、ハイブリッドインフラとアプリ
ケーションレイヤー全体の可視化に限界があり、状況把握の大きな妨げとなってい
ました。「計測できないものは改善できません。そして、計測にはオブザーバビリティ
が必要です」とDANA社のCTO (最高技術責任者)であるNorman Sasono氏は語り
ます。Sasono氏は、DANA社のテクノロジー環境にあるあらゆるディメンションとド
メインから、サンプリングせずに全データを収集して監視するソリューションを探し
ていました。

DANA社は市場で提供されているすべてのソリューションを評価して各社の売り込み
を厳正に審査した結果、完全忠実なデータを収集する唯一の企業を見つけました。
それがSplunkです。同社はSplunk Observability Cloudを導入し、プラットフォーム
を支えるシステムにプロアクティブなオブザーバビリティ戦略を採り入れて、顧客の
ための早期復旧とダウンタイムの最小化を実現しています。

サイロが解消されオブザーバビリティが定着
「年間のトランザクション件数は、前年比で150%以上増加しています。どのトラン
ザクションにも、セキュリティと信頼性の確保が必要です」とSasono氏は話します。
Splunk Observability CloudにはSplunk Infrastructure Monitoring (IM)とSplunk 

Application Performance Monitoring (APM)が含まれており、DANA社は断片的な
監視よりもはるかに優れたアプローチをとることができます。かつてはサイロ化により断片的な監視しか行えませんでしたが、
今では一元化されたオブザーバビリティプラットフォームで各トランザクションの完全忠実なトレーシングが可能になりました。

成果

障害からの 
復旧時間の短縮率

完全忠実なデータの取
り込みが可能になり、
以前は数時間あるい
は数日かかっていたア
ノマリ検出をほぼ瞬時
に行えるようになった
ことで、アップタイム
とシステムのレジリエ
ンスが向上

監視、トラブルシュー
ティング、解決のため
のシームレスなワーク
フローにより、生産性
が向上しチーム間のコ
ラボレーションが改善

70～90%

向上した点

改善した点
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Sasono氏は次のように振り返ります。「当社ではかつて、レガシーな自社開
発ソリューションを含むデータ監視ツールを使用していましたが、環境全体を
包括的に可視化することができず、把握できる問題が限られていました。
Splunkでは当社に必要な情報を幅広く詳細に可視化できるので、中断した
トランザクションの情報も取得できるようになりました」以前はパフォーマンス
の問題のトラブルシューティングを行う際、アプリケーションとインフラのログ
を手作業で精査する必要があったため、多大な労力を要していました。サン
プリングなしのオブザーバビリティアプローチを採用した今は、DANAアプリ
ケーション経由で届くトレース、スパン、トランザクションをすべて収集して、
運用全体を1つの画面で確認することができます。さらに、さまざまなディメ
ンション間でイベントを相関付けることで、データに基づいてより適切な意思
決定を行い、潜在的なリスク、脅威、脆弱性をプロアクティブに管理してい
ます。

「Splunkのツールを導入したあと、お客様が問題に気付く前に予測して検出
できるようになり、円滑なカスタマーエクスペリエンスと高品質のサービスを提供できるようになりました」とSasono氏は述べ
ます。また、Splunkではクラウドとオンプレミスの両方のリソースを包括的に可視化し、ハイブリッドの運用環境を容易に管理で
きるため、DANA社はクラウド移行を俊敏に進められています。

トラブルシューティングを迅速化してアップタイムを拡大
「当社では、インシデントの発生時に根本原因の特定と問題解決を迅速に行い、15分で『止血する』ことを目標にしています」と

Sasono氏は話します。Splunk IMとSplunk APMを導入した今では、かつては数時間あるいは数日かかっていたアノマリ検出を
即座に行いながら、問題の再発をプロアクティブに防いでいます。

DANA社では、カスタムインデックスタグを有効にして、ログを確認しなくてもエラーコードを把握できるようになったことで、
一般的なエラーのMTTR (平均復旧時間)を70～90%短縮できました。こうして大きな成果を実感した同社は、顧客基盤の
急成長に対応するため、Splunk Observabilityへの投資を約2倍に増額しました。

Splunkでは監視、トラブルシューティング、解決のためのシームレスなワークフローが実現するため、同社は人材と労力を効果
的に活用しています。Sasono氏は次のように説明します。「当社ではインフラの監視に約15人を割り当てていますが、Splunkの
導入後には、保険のような他のビジネスシステムの新規開発など、重要なタスクに専念できるようになりました」

イノベーションを新たなレベルまで拡張 

パンデミックの間、インドネシアではあらゆるデジタル決済の中でもモバイルウォレットが飛躍的に普及しました。さらに、同国
でのデジタルウォレットの普及率は、2025年までに東南アジアで1位になると見込まれています。Splunkのダッシュボードでよ
り多くの関係者が自社のインフラの状態を把握できるようになったため、DANA社では、提供サービスに対するニーズの拡大に
応じてシステムを拡張するのに伴い、組織全体のコラボレーションが活発になっています。

Splunkを活用することで、同社は今後もサービス品質の水準を引き上げ、イノベーションを通じて新しいビジネスチャンスを
掴むことができます。「デジタルネイティブ企業である当社は、Splunkの活用でデジタルトレンドの先を行くことができます」と
Sasono氏は語ります。

Splunkの導入後は、以前よ
りも適切な意思決定を行い、
デジタルトレンドの先を行き
ながら、完全忠実なオブザー
バビリティを実現しています”

DANA社CTO (最高技術責任者)  
Norman Sasono氏

Splunkの無料トライアルをダウンロードするか、Splunk Cloudの無料トライアルをお試しください。Splunkは、クラウドかオンプレミスか、
また組織の規模の大小などにかかわりなく、お客様のニーズに最適な展開モデルでご利用いただけます。
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